第１号様式　第一面（第４条関係）

[bookmark: _GoBack]　　　　　　年度　川崎市耐震診断義務化沿道建築物耐震改修等事業
計画承認申請書

　　年　　月　　日
　（あて先）川崎市長

申請者（所有者）
氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住　　　所　〒　　　－　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号　　　　　－　　　　　－　　　　　　


　耐震診断義務化沿道建築物耐震改修等事業助成制度の適用を受けたいので、川崎市耐震診断義務化沿道建築物耐震改修等事業助成制度要綱第４条第１項の規定に基づき、必要書類を添えて申請します。


	事業名
	□耐震診断　　　□耐震設計　　□耐震改修　　□除却
□段階的改修（１回目）　　□段階的改修（２回目）

	対象建築物名
	

	事業費予定額
	円（税抜き）

	助成金申請予定額
	円




















第１号様式　第二面（第４条関係）　

１　事業者連絡先
	会社名等
	

	(診断・設計) 診断士名
　 (改修) 　 監理者名
　 (除却) 　 施工者名
	

	住　所
	〒

	電　話
	
	F　A　X
	



２　耐震診断義務化沿道建築物概要
	建物所在地
	川崎市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　（地番表記）

	建物住所
	〒　　　　－
川崎市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　（住居表記）

	事業開始予定月
	年　　　月
	事業完了予定月
	年　　　月



３　全体事業計画表
	事業の内容
	事業：
規模：地上　　階、地下　　階、塔屋　　階、延べ面積　　　　㎡

	工事施工期間
	（自）　　　　年　　月　　日～（至）　　　　年　　月　　日

	経費の配分
	金　額
（千円）
	内訳

	
	
	年度
	年度
	年度

	事　業　費
	
	
	
	

	
	耐震設計
	
	
	
	

	
	耐震改修
	
	
	
	

	
	耐震改修に係る
工事監理
	
	
	
	

	
	段階的改修
（　回目）
	
	
	
	

	
	段階的改修
（　回目）
に係る工事監理
	
	
	
	

	
	除却
	
	
	
	



４　段階的改修（１回目）の場合、段階的改修（２回目）の経費の配分
	事業費
	金額（千円）

	段階的改修（２回目）
	

	段階的改修（２回目）に係る工事監理
	




第１号様式　第三面（第４条関係）

添付書類
(１)　案内図、配置図、平面図、立面図、断面図、用途地域図及び現況写真
(２)　建築基準法（昭和25年法律第201号）に規定する確認済証及び検査済証の写し又は市長が証する書面
(３)　延べ面積を確認できる書類（求積図等）
(４)　建築物の耐震改修の促進に関する法律（平成７年法律第123号。以下「法」という。）第14条第１項第３号に規定する特定建築物の助成にあっては道路と特定建築物高さの関係がわかる図面、道水路台帳及び認定路線図
(５)　耐震改修及び段階的改修費用の助成の場合は、法第17条第３項の規定に基づく建築物の耐震改修の計画の認定書の写し又は耐震設計に係る耐震判定委員会等の判定書の写し
(６)　 耐震改修等に要する費用の見積書等（３者）の写し（工事監理については、耐震設計と同じ設計事務所の場合は１者）。なお、段階的改修の場合は、第１回目及び第２回目の耐震改修のそれぞれの費用が分かるものとすること。
(７)　 耐震改修及び段階的改修に要する費用の見積書等の根拠となる資料。なお、段階的改修の場合は、第１回目及び第２回目の耐震改修に要する費用のそれぞれの費用が分かるものとすること。
(８)　耐震改修等に関する工程表
(９)　その他市長が必要と認めるもの
 ※ 事前相談等にてすでに提出済の書類については省略することが出来ます。






























